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IoT/M2M/ワイヤレス センサー ネットワーク 
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MQTT: MQ Telemetry Transport 

 MQTT (MQ Telemetry Transport) は、ライトウェイトなメッセージング プロトコ
ルで、パブリッシュ/サブスクライブ 型のメッセージ交換をリモートのデバイスやセ
ンサーとの間でおこないます。 

 

 MQTT は、低帯域な通信やネットワーク状態が不安定な場合を想定しており、メモ
リなどのリソースに制限のあるデバイスやセンサーに適した軽量プロトコルです。  

 
 
 

 

 

 そのライトウェイトなプロトコルによって         

• IoT 

• M2M (Machin-to-Machine) 

• WSN (ワイヤレス センサー ネットワー
ク)  

に適しています。 

 

 Fiorano MQTT は、 

最新バージョンの 3.1.1 に完全に準拠し、全
機能を使用できるようになっています。 
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MQTT: メッセージング モデル 

MQTT の主要なコンポーネント: 

 

 MQTT クライアント (パブリッシャ/サブスクライバ)  
クライアントは、トピックにメッセージをパブリッシュし、またはトピックから
メッセージをサブスクライブします。 
別の言い方をすれば、パブリッシャとサブスクライバは役割が異なるクライアント
です。 

 

 MQTT サーバー (ブローカ) 
サーバーは、メッセージングのプラットフォームとして機能します。パブリッシャ
からのメッセージを受け取り、サブスクライバへメッセージを配信します。 

 

 トピック 

トピックは、一種のメッセージ キューです。パブリッシャからのメッセージをカテ
ゴリ別に区分けして格納し、トピックをサブスクライブ (購読) しているサブスクラ
イバに配信します。 

 

 サブスクリプション 

サブスクリプションとは、特定のトピックのメッセージを受け取る(購読) することで
す。これによって、特定のカテゴリのメッセージを受け取れるようになります。 
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Fiorano MQTT 

Fiorano MQTT は、2個のサブコンポーネントから構成されています。 

 

 Fiorano MQTT Broker 

 Fiorano MQTT Client 

 

 

 

 

 

 

 

 Fiorano MQTT ブローカは、MQTT 3.1.1 に完全準拠し、 

JMS (Java メッセージ サービス) サーバー (FioranoMQ) に組み込まれています。 

 Fiorano MQTT のトピックは、JMS (FioranoMQ) のトピックと共有化でき、 

MQTT のパブリッシャからのメッセージを JMS のサブスクライバが受け取ることが
できます (自動的にメッセージが変換されます)。逆も可能です。 

 このメッセージ変換は、 

MQTT メッセージ   JMS バイト メッセージ 

に自動的に変換されます。 
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Fiorano MQTT: 特徴 

 Fiorano MQTT は、パブリッシュ/サブスクライブのセマンティックスに則り 

プッシュ型のメッセージングを実現できます。 

 
 全ての QoS (サービス品質) レベルをサポートしいています。 

同時に LWT (Last Will and Testament) および Retained Messages (QoS0) もサポートし
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 最小ヘッダー サイズが 2バイトであるため、低帯域な通信やネットワーク状態が不安定な

場合にも適しています。 

 
 １対１、１対多、多対多のメッセージ配信ができます。 

QoS 2 

QoS 1 

QoS 0 

QoS  ネットワーク レベル 

(TCP/IP) 

メッセージは正確に 1 回配信。接続障害発生時の
配信を保証します。 

メッセージは最低 1 回は配信。接続障害発生時の
配信を保証しますが、重複配信の可能性がありま
す。 

メッセージは多くても 1 回だけ配信。接続障害発
生時の配信を保証しません。 

効率最大 

サービス品質のレベル 
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 MQTT – JMS コンバージョン 

デバイスやセンサーからの MQTT メッセージを既存の  JMS サブスクライバーが受け
取ることができます。 

 

 LDAP レルムに基づくクライアント認証 

Fiorano MQTT へクライアントが接続する際、LDAP 認証が使用できます。 

 

 耐障害性 

Fiorano の実証されてきたメカニズムを利用できます。 

 

 HA (高可用性) 

業界最高レベルのパフォーマンスを誇るシェアード モードの HA 機能が利用できます。 

 クライアント サイドの永続化 

Fiorano MQTT サーバーが障害した場合、パブリッシャ側でメッセージをローカルに保存し、
サーバー復帰時に保存しておいたメッセージをサーバーのトピックにパブリッシュする機能
です。 

この機能は、QOS1 および QOS2 のメッセージについてのみ有効です。  

 

 

 大規模なデバイス/センサー接続数 

数千単位のデバイス/センサーが Fiorano MQTT に同時接続し、メッセージの送受信
ができます。 

Fiorano MQTT: 特有な機能 
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異なる通信プロトコルのアプリケーション、デバイス/センサー、レガシー システムの間
の連携が簡素化できます 

 

非同期メッセージングおよびトピック (キューイング メカニズム) によってメッセージ配
信の信頼性が向上し、メッセージのロスト (非配信) をゼロにすることができます 

 

ユビキタスな IP ネットワークを構築でき、異なるアプリケーションを連携したネット
ワークを効果的、効率的に構築できます 

 

ワイヤレス ネットワークを構築でき、有線ネットワークに比して大幅なコスト削減が実
現できます。 

 

標準規格に準拠したプロトコルやその他の標準規格に準拠しているため、ベンダー独自の
テクノロジーに基づく習得コストや保守コストを削減できます。 

Fiorano MQTT: 利点 
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Fiorano MQTT: ユースケース 1 

IoT  
(デバイス/センサーとバックエンド アプリとの間のメッセージング ブローカー) 

 

 

1. 数千のデバイス/センサーからのデータ (メッセージ) を Fiorano MQTT が受け取ります。 

2. その後、MQTT ベースもしくは JMS ベースのバックエンド処理プロセス (サブスクライ
バ) にデータを配信します。 

3. Fiorano MQTT は、Fiorano ESB を介して ERP、PLM、MES、CRM などのエンタープ
ライズ アプリケーションやビッグデータ処理システムにデバイス/センサーのデータを
配信することも可能です。 
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Fiorano MQTT: ユースケース 2 

M2M  
(Machine to Machine のメッセージング ブローカー/ハブおよびバックエンド処理によ
るメディエーション) 

 

Fiorano MQTT は、M2M (Machine to Machine) のリアルタイムなメッセージング ブ
ローカーと機能します。  

バックエンド処理アプリケーション (サブスクライバ) をデータ マッピング、コード変換、
暗号化/復号化などのメディエーション機能を果たすものとしてデバイス間のデータ交換
に介在させることも可能です。 
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Fiorano MQTT: ユーズケース 3 

ローカル ハブ 
(デバイス/センサー間のメッセージング用のシンプルなハブ) 

 

  
Fiorano MQTT デバイス/センサー間のシンプルなメッセージング ハブとして利用で
きます。 
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Fiorano MQTT: エンタープライズ連携  

Fiorano MQTT は、Fiorano ESB および Fiorano API Management と組み合わせて用いるこ
とで企業内外のあらゆるアプリケーションを連携することが可能となります。 
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Fiorano MQTT: 動作環境 

Fiorano MQTT のサーバーは、JVM (Java 7以降) がサポートされている OS であれば稼
動することができます。  

 

 
プラットフォーム システム要件 

Windows Microsoft NT Server 2003, XP Professional  
Java 7 以降 

プロセッサ: 1GHz 以上 (32bit/64bit) 

RAM :2 GB (最小限) 

ディスク容量 : 5 GB (最小限) 

Linux Red Hat, Suse, Debian 
Java 7 以降 

プロセッサ: 1GHz 以上 (32bit/64bit) 

RAM :2 GB (最小限) 

ディスク容量 : 5 GB (最小限) 

その他 Unix IBM AIX 5x, HP-UX 11i, Solaris 9x 
Java 7 以降 

プロセッサ: 1GHz 以上 (32bit/64bit) 

RAM :2 GB (最小限) 

ディスク容量 : 5 GB (最小限) 
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Fiorano MQTT: ロードマップ  

拡張、改善予定 

 

1) TLS セキュリティ通信 

 

2) トランスポート レイヤーにおける WebSockets のサポート 

 (web ブラウザとサーバーとの間の双方向通信) 

 

3) QoS1 および QoS2 における Retained Messages のサポート 

 

4) スタンドアローン MQTT ブローカ 
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Thank You !  

©Copyright Fiorano Software, Inc, and its affiliates. Fiorano ESB, Fiorano Middleware Platform SOA, FioranoMQ, Fiorano JMS server and Fiorano logo are trademarks or 
registered trademarks of Fiorano and its affiliates. The data and information contained herein may not be reproduced, published or distributed to, or for, any third 
parties without the express prior written consent of Fiorano. Products and names, if mentioned in the presentation are the property of their respective owners and the 
mention of them does not constitute an endorsement by Fiorano.   

フィオラノ ソフトウェア 株式会社 

 東京都港区北青山 3-6-7青山パラシオタワー 11階  

 

山王オフィス 

  電話 : 03-6205-3302 

  メール : info_jp@fiorano.com 

  〒100-6162 

     東京都千代田区永田町 2-11-1 山王パークタワー３階   

 

 
Web サイト http://www.fiorano.jp/ 
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